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（11 解答に到達していをかったためである。当時のかれが「絶対価値の標準尺度」  






（1）1821年1fj25［lづけのマカァログあての手紙のをかで，リカードウは『原理』第3   
版のために善かれた価値論の章の完成原稿がすでに印刷中であると書くとともに（cf．   
Ⅳ0γたざ，ⅤⅢ，pp．342－3．），つぎのような興味ある内容の文章を記していた。「学兄  
…＝＝●●●＝…●●●●■■  に度たびお話してきましたように，私は価値についてこれまで私が与えてきた説明に   
満足してはいをいのです。なぜかというと，私には私の標準尺度をどこから選び出す   
べきかということが正確には分らをいからです。私は商品に実現された労働量をその相   
対価値を支配する基準として選ぶことが正しい方法だと十分に確信しているのですが，  
●■●●■●●●■  しかし絶対価値の標準尺痩を選び出そうとすると，果して一年間の労働，それともひ   
と月にわたる労働，－・週間の労働，一日の労働のうちのいずれを選ぶべきかという点   
で，私は決断しかねているのです。」（Ⅳorぬ，Ⅴ軋 p．344．ただし，傍点は引用者   
の施したもの。）  











































































を検討しつつ，リカードウとマカァロクとの論争について考察したい。   











（4）Malthus，The Measureof Value．1823・p・V・ただし・本稿ではKelley＆   
Millma。のリプリント版（1957年刊）をテキストとして任用する0  































（7）Jムよdリ p．9．  









価値の変動はそれらの生産に投下される労働量の増減に比例するはずがな   
（8〉  


















（9）Jいdリ p．13．  





























（11）J如dリ pp．15－6．  

























●  ●  ■  ●  ●  





－ 9 一   






























－10 －   




























ー11－   
174  
は全く異なる手続きによって」示した「労働」の価値不変件の論証に対して  








ぅか   
リカードウによれば，マルサスはかれがこれから証明しなければならぬ「労  
働」の価値の不変作という命題を暗黙裡にあらかじめ前提に桝えておいて，  
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財自体の価値も変動せぎるをえをいから， とうてい「中位」以外の生産条件  
－14 －   


























































ー16 －   
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しているにすぎをいのだというのである。   
しかし，こういうリカードウの批判を浴びたことはマルサスにとって全く  
心外であった。マルサスは8月11日づけの手紙のなかで躍起になって抗議を  




●● の価値の不変性は正美正銘私の結論をのであって，けっして私が出発点にお  





だ！ と。これが学兄の命題なのです。だが，この命題は私にとっては明噺  
（2心  




















3 マカァロクとの論争   


















－18 －   
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ることの妥当性を疑います   
リカードウの見解はヱうである。岬岬－－マカァロクはその回収に長時間を要  


















































































































































件のもとで生産される商品をわれわれの尺度として選ぶことによって，われ  ＝＝……■●●●  
われはこれを正確な価値尺度に最も近似したものとするでしょう。（なぜをら，  
利潤と賃金とがさまぎまな商品のなかに入りこむ割合に差異を雀ぜしめるも  






































－ 29 －   
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（41）Woγた∂，Ⅸ，pp．366－7．をれ 邦訳書のなかのこの引用文中最後のセンテンス   
の訳文には疑問の箇所がある。  
－ 30 －   
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ログあて手紙で記述されたものの要約的再説にすぎなかったのである。   
〔追記〕   
本稿の印刷中に，私は中村広治氏の脚数示によって・P・L・Porta・Ricardo，s un－  






－ 32 －   
